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ア
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重

周
知
の
如
く
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
プ
の
呆
気
現
論
の
特
質
は
、

景
気
現
象
の
本
質
を
間
接
消
費
財
生
産
と
鋒
利
資
本
形
成
と
の

不
調
和
に
求
め
、
而
も
か
L

る
不
調
和
の
根
本
原
因
を
、
主
と

し
て
間
接
消
費
財
生
産
の
側
忙
あ
り
と
す
る
鮪
に
あ
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
景
気
上
昇
期
は
間
接
消
費
財
生
産
償
援
の
段
階
で
あ

り
、
恐
慌
は
補
完
財
の
欠
乏
に
よ
る
間
接
消
費
財
の
相
針
的
過

剰
で
あ
る
。
而
し
て
補
完
財
の
不
足
が
(
貨
幣
経
務
な
る
が
故
に
)
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噌

J
晶

営
利
資
本
の
欠
乏
と
し
て
現
は
れ
る
。
所
が
他
面
に
於
て
替
利

景
気
理
論
に
於
げ
る
U

品
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
タ

資
本
の
形
成
は
、
上
昇
が
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
経
慢
と
た

h

え
そ
の
と
と
が
営
利
資
本
欠
乏
の
現
象
を
強
化
す
る
。

ハ
イ
エ
ク
の
景
気
理
論
の
特
質
は
、
創
造
信
用
に
よ
る
貨
幣

量
の
増
加
が
一
般
物
償
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
を
過
し
て
で
は
な

〈
、
個
々
の
射
の
相
射
的
債
格
K
及
ぼ
す
影
響
を
渇
し
て
、
且
凪

一
民
一
登
山
初
佐
官
町
出
場
F
5
E
も
る
耕
乙
芋

r
5
0
m
b
h
d罰
川
骨
ふ
叶
コ

i
s
d
E
j
E
i
.
，
《

l
'
d
i
t
-
4
1
，

f
h
f
I
1
4
6

相
射
的
比
率
の
鑓
化
|
|
従
っ
て
生
産
財
k
消
費
財
と
の
需
要

比
率
の
愛
化
ー
ー
に
よ
っ
て
の
み
、
景
気
の
動
き
を
設
明
せ
ん

と
す
る
。

上
K
述
べ
た
ゃ
う
た
夫
々
の
特
徴
K
よ
り
、

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ

フ
の
景
気
理
論
は
部
分
的
生
産
過
剰
設
、

新
し
き
貨
幣
的
景
気
理
論
と
一
言
は
れ
よ
う
。
然
し
乍
ら
本
稿
に

ハ
イ
エ
ク
の
そ
れ
は

於
て
は
、
雨
者
の
単
一
-
設
内
容
を
紹
介
批
評
せ
ん
と
す
る
の
で
は

た
い
。
唯
雨
者
の
理
論
的
脈
絡
乃
至
異
同
を
明
に
し
よ
う
と
息

ふ
。
そ
れ
ら
の
謬
説
史
的
考
察
は
別
の
機
舎
に
譲
る
。

ーー

景
気
理
論
に
於
け
る
理
論
的
出
議
結
を
、
何
庭
に
置
く
べ
き

第
凶
十
巻

第
三
披

一
凹
六

大
二
八

か
は
一
の
問
題
で
あ
る
。
邸
そ
の
出
設
船
舶
を
静
態
に
求
む
べ
き

か
、
動
態
に
求
む
べ
き
か
。

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
景
気
艶
動
を

興
へ
ら
れ
た
る
事
寅
と
し
て
、
モ
の
自
律
的
努
動
が
如
何
に
し

て
行
は
る
L
か
を
見
る
所
の
動
的
理
論
の
立
揚
を
と
り
「
正
常

的
た
る
も
の
は
上
回
計
で
も
沈
滞
で
も
た
〈
、
景
気
循
環
の
会
過

程
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
所
が
ハ
イ
エ
タ
は
均
衡
朕
態

P
是
正
コ
望
台
工

f
b
》

-
-
t
E
h
-
-
;
:
5
t
;
:

B
E
A
K
諒
『
戸
長
重
FC」

E
t
r一
占
曜
バ
圧
岨

Fd市
骨
パ
山
加
盟
カ

FJ

立11
f可

に
し
て
景
気
愛
動
が
成
立
し
、
而
し
て
そ
れ
が
更
に
進
行
す
る

か
を
究
め
る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

は
動
態
か
ら
出
裂
す
る
た
め

所
謂
循
環
論
法
に
陥
る
嫌
は
あ
る
が
、

ハ
イ
ヱ
グ
は
様
態
か
ら

出
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ

τ
、
か
ミ
る
難
黙
は
免
れ
て
ぬ
る
と
言

へ
ょ
う
。
然
し
乍
ら
前
者
は
景
気
循
環
の
遡
期
刊
と
必
然
性
と

を
重
要
脱
す
る
に
反
し
、
後
者
は
と
の
臨
殆
ん

E
等
閑
に
附
し

て
ゐ
る
や
う
に
忠
は
れ
る
。

さ
て
何
れ
の
欣
態
に
理
論
的
出
費
鮎
を
求
め
る
に
せ
上
、
先

づ
検
討
す
ぺ
き
と
と
は
、
貨
幣
債
値
乃
至
一
般
物
慎
水
準
の
悶

題
で
あ
る
。
言
ふ
迄
も
友
〈
貨
幣
経
済
に
入
る
や
、
貨
幣
と
云

ふ
新
し
き
要
因
が
介
入
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
始
め
て
需
給
の
自

Spiethoff. Art. Krisen， in Handwarterbach oer ~3 Ilaatswissenschaften ， 4. Aufl. 
1925. S. 75. Spielhoffは衣の如〈財を分類してゐる、 1間接油、東財、 B枇盆
財(生産設備、利用設備)、 8消費財(直接消費財)
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動
的
撹
乱
が
生
じ
得
る
と
云
ふ
と
と
に
就
て
は
、
原
則
的
に
は

雨
者
の
見
解
が
一
致
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
貨
幣
債
値
に
閥
し

て
は
、
雨
者
の
見
解
は
全
く
針
宣
し
て
ゐ
る
。
而
も
そ
の
事
が
重

要
-
注
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
生
産
披

張
と
待
利
資
本
形
成
と
が
相
平
行
す
る
限
り
、
貨
幣
国
軍
の
増
加

を
認
め
、
而
も
貨
幣
債
依
が
安
定
的
で
あ
り
う
る
と
す
る
。
而

し
て
信
川
は
、
本
位
貨
幣
が
数
量
の
制
限
の
鴻
に
稀
少
性
を
も

っ
場
合
に
ベ
貨
幣
債
値
及
そ
の
安
定
性
を
貨
幣
数
長
か
ら
湖
立

せ
し
む
る
」
所
の
貨
幣
代
用
子
役
の
役
訓
を
有
ず
る
1
一
品
じ
ご

ゐ
る
。
然
る
に
ハ
イ
ヱ
ク
は
貨
幣
償
値
乃
至
一
般
物
償
水
準
概

念
の
有
放
性
を
否
定
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
理
論
健
系
を

特
色
あ
ら
し
め
ん
と
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
個
々
の
財
の
相
劃
的

償
格
〈
或
は
償
値
)
の
四
鋭
化
の
み
が
景
気
を
動
か
す
り
換
一
一
目
す
れ

ば
景
気
持
変
動
は
財
貨
の
交
換
比
例
の
費
化
に
よ
り
て
の
み
生
歩

る
。
「
個
#
の
債
格
に
針
す
る
貨
幣
の
す
ぺ
て
の
影
響
を
、
そ
れ

が
物
債
水
準
の
費
化
を
仲
は
う
が
件
ふ
ま
い
が
、
そ
れ
と
全
然

無
関
係
に
研
究
し
て
見
る
と
、
我
々
は
直
ち
に
物
仮
水
準
の
逆

数
領
純
で
あ
る
一
般
貨
幣
償
値
た
る
概
念
が
誌
だ
し
〈
無
後
で

景
気
理
論
に
於
げ
る
シ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
タ

且
不
用
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
出
し
得
る
o
」
郎
彼
に
よ
れ
ば

一
般
物
債
水
準
が
不
受
で
あ
っ
て
も
個
々
の
財
慣
格
の
相
針
的

比
率
は
溌
化
す
る
揚
合
が
る
り
、
又
一
般
物
債
水
準
が
賓
勤
し

て
も
諸
債
格
聞
の
相
割
的
比
率
は
費
化
し
友
い
揚
合
が
あ
り
得

る
。
放
に
一
つ
の
平
均
概
念
に
過
ぎ
ざ
る
所
の
一
般
物
債
水
準

の
礎
動
は
如
何
在
る
景
気
現
象
を
も
説
明
す
る
と
と
が
出
来

ゃ
、
従
っ
て
一
般
物
慣
水
準
の
逆
数
慣
値
?
あ
る
所
の
一
般
貨

幣
償
値
と
い
ふ
概
念
も
無
用
の
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ
の
で
め

え
設
。

側
別
的
相
聞
格
の
北
部
の
務
動
の
わ
が
景
気
を
動
か
す
k
一
百
ふ
山
イ
エ

ク
の
見
解
は
正
常
で
あ
ら
う
か
。
反
面
か
ち
云
へ
ば
一
般
物
債
水
準
の

概
念
は
景
気
費
動
の
説
明
の
中
か
ら
全
然
排
除
す
べ
き
色
の
で
あ
ら
う

か
。
一
般
物
債
水
準
の
獲
動
が
景
気
費
動
の
過
程
に
於
で
何
等
か
の
能

動
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
事
は
否
定
す
べ
か
ら
Y
品
事
貨
で
は
な
か
ら
う

か
の
若
し
ハ
イ
エ
タ
の
知

t
、
個
別
的
債
格
の
棺
艶
的
建
動
の
み
が
景

気
を
動
か
す
る
の
主
す
れ
ば
例
へ
ば
物
債
低
落
の
傾
向
あ
る
と
き
と
雄

色
消
費
財
債
格
の
低
落
が
生
産
財
債
格
の
低
落
よ
り
色
重
げ
れ
ば
、
そ

こ
に
、
更
に
長
期
的
な
る
迂
回
生
産
の
帯
化
、
従
っ
て
生
産
繍
張
が
可

能
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
倫
相
掛
判
的
比
率
の
み
が
問
題
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
資
本
財
消
費
財
の
債
格
比
例
一

0
0
野
五
O
か
ら
入
O
封
凶
O
に

下
落
し
た
と
し
て
も
、
三
封
一
の
比
率
が
維
持
き
る
る
以
上
、
不
景
気

第
四
十
巻

六

九

第
三
披

四
七
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最
高
地
理
論
じ
於
付
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ

t
ハ
イ
エ
ク

ば
起
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
然
し
か
、
る
考
へ
は
客
観
的
事
態
に
照
ら
し

て
考
へ
て
飴
b
に
色
不
合
時
で
あ
る
。
所
が
一
般
物
償
水
准
の
出
世
化
の
一

守
口
に
景
気
の
出
世
動
小
」
求
め
£
山
色
全
面
的
な
見
解
で
は
な
い
。
景
気
め
一

動
き
を
説
明
す
る
場
合
に
於

t
最
色
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
は

刺
潤
の
大
吉
で
あ
る
。
此
剥
潤
の
大
き
は
二
つ
の
も
の
に
依
寄
す
る
。

一
、
制
別
償
私
関
係
仁
、
二
二
般
物
伎
の
動
き
に
(
郎
各
個
別
償
絡
の

同
時
的
な
る
動
き
仁
)
。
一
般
物
僚
の
み
に
着
眼
し
叉
一
個
別
債
格
関
係
の

み
に
着
服
す
る

ω
ぱ
何
れ
も

J

に
の
一
方
に
眼
合
開
づ
る
も
の

F
め
る
。

レ
ー
て
ハ
A

ー
ル
ノ
山
い
明
治
以
特
に
側
別
的
似
和
村
山
一
部
町
中
を
強
制
す
る
動

に
於
て
は
、
浅
し
が
た
い
功
績
を
も
っ
と
し
て
も
、
そ
れ
で
げ
で
完
全

な
る
説
明
で
み
る
と
は
一
五
は
れ
待
ぬ
。
な
ほ
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
も
景

気
の
説
明
に
於
て
「
債
絡
の
費
動
よ

h
尚
愛
す
る
こ
と
は
訣
ー
り
で
あ
る
」

t
云
へ
る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

轄
じ
て
信
用
の
問
題
全
見
ょ
う
。

hv

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
上
昇
の
手
段

'
と
し
て
信
用
に
二
つ
の
機
能
を
認
め
る
。
信
用
に
よ

h
て
資
本
形
成
が

逮
行
せ
ら
れ
ま
た
信
用
は
貨
幣
代
用
手
段
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
か
ら

貨
幣
僚
値
の
上
に
あ
る
作
用
を
及
ぽ
す
。
ま
づ
前
者
に
つ
い
て
考
ふ
る

に
、
信
用
は
信
用
組
織
と
株
式
組
織
と
の
連
絡
を
通
じ
て
、
退
蔵
貨
併

を
吸
取
し
、
こ
れ
を
資
本
と
し
て
作
用
さ
せ
る
。
次
に
、
後
者
に
つ
い

て
考
へ
ょ
う
。
本
位
貨
幣
の
数
量
に
は
一
定
の
限
度
が
あ

h
、
そ
れ
が

稀
少
と
な
れ
ば
不
景
気
を
招
〈
恐
打
あ
る
場
合
、
信
用
は
(
貨
幣
数
量
と

ほ
無
関
係
に
)
貨
幣
債
値
及
そ
の
安
定
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
つ

の
み
な
ら
宇
、
叉
生
産
損
張
及
物
債
騰
貴
を
も
可
能
に
す
る
と
考
へ
る
。

第
間
十
巻

第

披

四
i¥ 

p、

O 

所
げ
か
ハ
イ
五
ク
は
信
用
の
創
造
に
よ
る
貨
幣
量
の
増
加
が
、
個
別
的
財

の
需
要
の
比
率
と
生
産

ω
比
率
冒
と

ω
不
均
衡
を
も
亡
、
ん
す
監
に
景
気
回
型

動
の
原
因
を
求
め
た
。
創
造
信
用
に
よ
る
新
な
る
資
本
形
成
は
資
本
構

成
の
割
合
を
密
化
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
構
成
と
資
本
構
成
と

の
閉
山
不
均
街
を
色
た
ら
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
〈
て
ハ
イ
Z

ク
に

於
て
は
創
造
信
用
は
決
定
的
に
重
要
な
意
義
十
日
布
す
る
。

ハ
イ
エ
ク
は
、
す
べ
て
の
非
貨
幣
的
景
気
哩
論
に
於

τは、

乃
主
事
ご
日
山
町
出

J
L
1
山
首
相
川
折
ノ
時
刑
宣

ArE州
内
型
司
自
耳
目
一

J
I
D

{
J
-
j
i
J
4
1
{
I
L
-
-
i
i
h
〈
日
控
訴
事

l
引
;
L
l
w
F

る
こ
と
を
指
摘
し
、

ι、
れ
こ
そ
正
に
説
明
を
要
す
べ
き
匙
に
し
て
、
厳

密
な
意
味
じ
於
て
理
論
的
説
明
の
出
費
駐
た
り
得
な
い
と
論
じ
て
ゐ
る

が
、
恐
ら
く
こ
の
非
難
は
常
ら
な
い
で
め
ら
う
。
こ
の
事
は
心
理
的
景

集
理
論
に
も
同
様
に
一
一
日
は
れ
る
で
ゐ
ら
う
。
要
す
る
に
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ

7

は
信
用
を
ば
上
昇
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
考
へ
、
戸
イ
エ
ク
は
且
A
t抽

出
世
動
の
根
本
原
因
と
し
て
考
へ
る
。

次
に
は
利
子
に
闘
し
て
。

hv

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
景
気
上
昇
の
経
務
的

傑
件
と
し
て
「
固
定
的
設
備
よ

h
生
宇
る
利
得
、
と
貸
付
利
子
と
の
聞
に

明
瞭
な
る
開
き
」
即
利
潤
の
見
込
の
確
賞
な
る
こ
と
を
皐
げ

τゐ
る
。

従
ワ
て
貸
付
利
子
率
の
績
動
は
利
潤
と
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
こ
と

勿
論
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
ハ
イ
エ
ク
に
於
て
は
均
衡
利
子
と
食
付
利
子

と
の
開
き
が
景
気
を
動
か
す
と
云
ム
。
周
知
の
如
〈
此
の
見
解
は
根
本

的
に
は
ベ
エ
ム
、
デ
イ
ク
ぜ
ん
、
ミ
イ
ゼ
ス
等
の
流
れ
を
汲
ん
で
ゐ
る
。

削
節
約
部
分
と
新
な
る
資
本
需
要
と
が
一
致
す
る
限

h
、
均
衡
利
子
主

貸
付
刺
子
と
は
一
致
寸
品
。
均
衡
状
態
に
於
て
は
生
産
財
債
格
と
生
産

生
産
財

59-60. 煙車号事論集第P'l念:第五i盟 pp
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物
債
格
と
の
開
き
が
正
し
〈
、
利
子
の
高
3
に
一
致
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
叫
そ
れ
故
ド
雨
者
は
根
本
的
に
は
同
一
事
象
|
|
利
子

容
の
獲
動
に
よ
る
景
気
の
上
昇
1
ー
を
異
っ
た
表
現
で
現
は
し
て
ゐ
る

に
過
ぎ

5
る
も
、
概
念
的
把
握
に
於
て
、
ハ
イ
エ
タ
の
方
が
著
し
〈
明

確
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
均
衡
利
子
と
貨
常
利

子
ー
ー
利
得
と
利
子

l
!と
の
開
き
は
知
何
に
し
て
生
十
る
か
。

V

ユ

ピ
f
ト
ホ
フ
は
こ
れ
を
内
生
的
原
因

J
l沈
滞
期
に
於
げ
る
時
間
の
経

過
ド
件
、
A

抑
制
静
向
-
憾
の
諸
保
件
の
礎
化
ー
ー
に
求
め
た
。
所
が
ハ
イ
エ

力
γ

は
彼
が
新
な
る
側
近
信
用
ヤ
景
山
地
姥
動
の
源
問
と
凡
る
限
h
、
従
来

の
貨
幣
的
阿
武
集
曙
論
ー
と
同
様
外
生
的
原
因
に
之
れ
を
求
め
た
と
見
る
ベ

さ
γ
め
ら
う
2

仙
川
川
し
他
力
彼
内
い
均
衡
利
子

1
貨
幣
刺
子
ど
山
川
開
3
i
u
内

生
的
に
色
生
じ
得
る
と
云
ふ
。
こ
の
場
合
は
銀
行
の
濁
肉
的
な
資
本
調

簡
を
仮
定
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
ハ
イ
エ
ク
は
特
に
利
子
の
機
能
を
強
調
す
る
c

彼
は
シ
ユ
ピ

イ
ト
ホ
ァ
の
帥
営
利
資
本
の
形
成
と
間
接
清
張
財
生
産
と
の
不
一
致
、
そ

れ
に
件
ム
均
衡
の
捜
飢
と
一
石
ム
見
解
は
利
子
の
機
能
を
考
慮
す
る
限

h

・
否
定
さ
る
べ
き
色
の
で
あ
る
と
見
る
。
卸
ち
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
が
、
利

子
の
生
摩
領
域
に
於
げ
る
調
節
者
と
し
て
の
機
能
を
無
税
し
、
生
産
と

帥
営
利
資
本
形
成
と
を
柑
平
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
夫
々
雨
者
の
事
情
を

十
分
認
識
し
て
相
互
遁
際
せ
し
め
ね
ば
な
ら
肉
、
と
説
〈

ω
は
一
つ
の

遁
辞
?
あ
る
と
云
ム
。

ハ
イ
ヱ
グ
は
此
匙
に
つ
い
て
突
の
知
〈
に
考
へ

る
の
」
叶
あ
る
。
自
費
節
約
の
み
が
行
は
る
〉
場
合
、
節
約
が
資
本
の
需

景
気
理
論
に
於
げ
る
uv

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
タ

要
を
み
た
き
Y
る
と
き
に
は
、
貸
付
利
子
の
騰
貴
が
生
産
擁
張
を
制
限

し
、
反
封
の
場
合
は
利
子
の
低
落
が
生
産
擦
張
を
促
進
せ
し
む
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
節
約
と
投
資
と
は
調
和
を
保
つ
で
あ
ら
う
ロ
建
に
於
て
シ

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
が
彼
の
景
気
理
論
に
於
で
利
子
の
機
龍
を
盟
鵡
し
て
ゐ

る
訪
を
指
摘
し
た
の
は
会
〈
正
し
い
。
然
し
乍
ら
貸
付
利
子
は
そ
れ
の

盤
動
の
遅
れ
の
故
に
景
気
獲
動
日
於
て
重
要
な
役
割
を
な
す
の
で
あ

る
。
所
が
ハ
イ
品
ク
は
所
調
生
産
領
域
の
調
節
者
と
し
て
の
刺
子
の
機

能
会
強
調
し
な
が
ら
、
そ
れ
の
調
節
過
渡
そ
の
色
の
が
資
本
主
義
経
涛

組
織
の
下
に
於
て
は
景
気
獲
動
の
過
程
号
の
も
の
で
め
る
と
と
な
理
解

し
て
ゐ
な
い
。
倫
亦
彼
は
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
批
評
に
闘
す
る
胤

h
、

均
出
向
利
子
、

r
一
定
な
も
の
と
し
ご
前
提
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
均
衡

刺
子
・
日
簡
は
動
態
ド
於
て
は
生
産
J
依
私
土
山
事
的
に
よ
h
J
て
岡
田
動
し

得
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
従
っ
て
か
、
る
前
提
は
不
常
で
あ
る
と
言

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
彼
自
・
身
の
理
論
的
構
成
じ
於
て
色
、
利
子
の
機

能
が
全
面
的
に
作
用
し
で
ゐ
な
い
。
若
し
、
丑
産
信
用
の
授
輿
に
際
し

τ均
衡
利
子
い
い
此
し
貸
付
利
子
が
低
下
せ
し
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
生

産
手
段
主
産
部
門
の
み
な
ら
や
、
抽
畑
貴
財
生
産
部
門
も
生
産
の
披
張
を

な
す
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
需
要
増
大
の
た
め
、
す
べ
て
の
生
産
部
門
の

生
産
財
債
格
は
騰
貴
す
る
と
同
時
に
均
術
利
子
市
中
も
下
落
す
る
で
あ
ら

う
。
従
っ
て
す
べ
て
の
生
産
部
門
は
一
定
限
度
以
上
に
其
生
産
を
繍
張

す
る
こ
と
、
不
可
能
と
な
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
彼
は
生
産
信

用
の
増
加
は
消
費
財
生
産
部
門
と
は
無
関
係
に
生
産
財
生
産
部
門
に
の

み
影
響
を
及
ぽ
す
と
仮
定
し
て
ゐ

a。
従
っ
て
生
産
領
域
一
般
に
封
す

第
四
十
巻

第
三
披

四
九

ム
ノ、

(a.)， Hayek， GeldtheoTIe， S. 127・(b.)na，yek， P，e;se， SS. 81-82. ;型崎氏鐸 p.133目
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景
気
理
論
に
於
げ
る
U

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
旦
夕

る
調
節
者
と
し
て
の
利
子
の
機
能
は
、
先
づ
生
産
財
生
産
部
門
に
の
み

作
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
じ
な
る
が
、
之
は
明
か
に
背
理
で
あ
る
。

こ
〉
に
於
て
彼
の
シ
ユ
ぜ
イ
ト
ホ
7

に
謝
す
る
批
評
は
別
な
意
味
で
自

設
の
矛
盾
を
告
白
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
侍
利
資
本
の
欠
乏
し
し
生
産
過
剰
と
に
闘
す
る
附
者
の

見
解
そ
明
か
に
し
よ
う
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
於
て
は
資
本
欠

叶ノ
ι
ル
ナ
プ
生
注
調
刺
mw
阪
閉
山
一
昨
一
間
抜
消
費
財
生
産

2
持
利
資
本
形

成
と
の
不
調
和
に
求
め
る
。
「
高
景
気
の
時
に
は
間
接
消
費
財
を

購
入
す
べ
き
替
利
資
本
が
非
常
に
犬
な
る
鏡
、
間
接
消
費
財
が

不
足
叉
は
欠
乏
し
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
資
本
欠
乏

の
上
昇
の
最
後
の
段
階
に
於
て
は
そ
の
割
合
が
逆
に
な
り
、
而

ずし
るで
。供

そ給
とす
でペ
生き
産間
過接
痢白
が費
勃財
裂が
す需
る171要

原Z
ら替
ば利
間資
接本
i宵を
費凌
財駕

B
E
品
百
利
資
本
と
の
不
調
和
は
如
何
に
し
て
生
や
る
か
。
彼
に
よ

れ
ぽ
間
接
消
費
財
及
牧
谷
財
は
複
雑
た
る
資
本
関
係
に
蔽
は
れ

て
ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
複
雑
た
る
資
本
関
係
の
悶
明
は
生
産
過

剰
の
誕
生
を
解
〈
「
鍵
」
を
形
成
す
る
。
而
し
で
か
L
る
資
本
闘

て
間
接
消
費
財
の
生
産
、
二
、
皆
利
資
本

係
の
構
成
は
、

第
間
十
答

第

披

ムノ、

五

O 

(
貯
蓄
)
の
形
成
、
三
、
債
利
資
本
に
よ
る
間
接
泊
費
財
の
購
買

等
の
三
つ
の
事
象
よ
り
な
り
、

こ
れ
ら
の
聞
に
一
定
の
均
衡
と

相
互
の
遁
舷
が
あ
っ
て
こ
そ
始
め
て
閣
民
経
済
の
健
全
友
愛
展

が
あ
る
。
然
る
に
、
替
、
本
家
的
経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
、
資

本
家
と
企
業
家
と
が
劉
立
し
て
相
互
の
事
怖
を
認
識
し
得
訟

ぃ
。
そ
こ
で
か
h

る
趨
舷
の
完
全
な
る
成
立
は
不
可
能
で
あ
り
.

;ftt 

亡
;干;

:Iior 
f抑

，出.

然
l亡

すz

z， 

iiii 
t 
;t 
(0 

不
:ltj 

1射
を'
も
た

ら
す
原
閃
は
「
主
と
し
て
間
接
消
費
財
の
側
に
存
す
る
が
、
帥
営

利
資
本
も
亦
そ
れ
に
関
係
を
有
す
る
じ
か
く
て
間
接
消
費
財
側

に
於
け
る
原
因
と
し
て
は
先
づ
「
需
要
と
牛
底
と
の
聞
の
比
較

的
長
い
時
間
的
距
離
」
が
皐
げ
ら
れ
る
が
、
根
本
的
な
も
の
は

「
金
憶
と
し
て
の
財
貨
の
世
界
の
内
部
に
於
け
る
数
量
的
不
均

衡
」
で
あ
る
と
云
ふ
。
創
生
葎
技
術
の
出
現
化
と
共
に
資
本
の
有

機
的
構
成
が
高
級
化
し
、
生
産
設
備
の
完
成
及
存
続
期
間
が
長

期
化
ず
る
。
か
〈
て
生
産
期
間
の
長
期
化
は
将
来
に
於
け
る
需

要
と
供
給
と
の
遁
膝
闘
係
を
見
失
は
し
め
、
営
商
の
生
産
掠
張

を
刺
戟
し
間
接
消
費
財
が
新
し
き
間
接
消
費
財
の
生
産
設
備
に

充
用
さ
れ
る
桜
に
た
る
と
、
そ
れ
の
需
要
は
増
大
す
る
に
も
拘

j
t
 

消費財領特のE富貴は資本の消耗を意味するから消費財による景気上昇はめ h
えないと彼は見る。
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は
ら
や
供
給
は
之
に
伴
は
な
い
。
所
が
新
し
き
生
産
設
備
が
漸

次
完
成
さ
れ
る
と
、
間
接
消
費
財
生
産
の
著
し
き
増
加
と
共
需

要
の
減
少
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
過
剰
の
現
象
を
呈
す
る
。
然
し

乍
ら
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

に
よ
れ
ば
か
L
る
現
象
は
根
本
的
に
は

間
接
潟
費
財
に
針
す
る
補
{
一
元
財
が
不
足
し
て

b
る
事
を
意
味
す

る
。
帥
ち
牧
谷
財
の
撰
張
は
軍
に
間
接
消
費
財
の
み
で
は
不
可

山
閣
で
あ
り
、

そ
れ
の
補
完
財
た
る
努
働
力
及
そ
の
生
出
資
料
た

る
種
々
の
享
梁
財
が
必
要
で
あ
る
。
然
る
に
必
要
で
あ
る
努
働

-
t
E
S
f主

E
C
ご

U
B
1

4
J
u
o
t
d
J
M
明フヰ司自

A
f
Z
1
7よ
民
〆
色

-
副
〉
二
」
Lr

‘，、何月
ι
H
1
h
V
E
同

u'bw〈
h
寸

7
司
ゴ
寸

μι
か
l
叫

1'与
寸
初
ド
伺
は
リ
ド
ャ

ιμ

勺日

費
財
の
生
産
過
剰
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
。
同
時
に
彼
は
闘
接
消

費
財
自
醸
の
相
互
の
補
完
閥
係
の
不
均
衡
を
も
考
慮
し
て
は
ゐ

る
が
、
そ
れ
を
前
者
程
重
要
硯
し
て
は
ゐ
な
い
円
。
然
ら
ば
数
量

的
不
均
衡
が
何
故
に
替
利
資
本
の
欠
乏
と
し
て
現
は
れ
る
の
で

あ
る
か
。
彼
に
よ
れ
ば
貨
幣
経
済
に
於
て
は
財
貨
は
本
来
決
し

で
相
互
的
に
直
接
関
係
を
持
つ
の
で
は
危
ぐ
寧
ろ
貨
幣
の
媒
介

に
よ
り
て
の
み
闘
係
を
も
っ
。
貨
幣
経
済
に
於
て
、
或
種
の
財

の
欠
乏
が
意
識
せ
ら
る
る
の
は
、
他
の
穫
の
財
の
過
乗
に
於
て

H
h

は
な
〈
、
事
ろ
貨
幣
的
購
買
力
の
不
足
と
し
て
現
は
れ
る
補

景
気
理
論
に
於
げ
る
シ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
ク

完
財
の
不
足
に
於
て
ピ
あ
る
。
過
剰
に
生
産
さ
れ
た
財
は
間
接

消
費
財
で
あ
る
か
ら
、
過
剰
は
醤
利
資
本
の
欠
乏
と
封
立
す

る。
今
乙
の
過
程
を
替
利
資
本
形
成
の
側
か
あ
見
れ
ば
、
生
産
設

備
へ
の
過
剰
投
資
に
よ
る
物
債
低
落
の
傾
向
と
、
労
銀
の
騰
貴

と
は
、
管
利
資
本
形
成
を
緩
慢
友
ら
し
め
、
資
本
欠
乏
を
激
化

せ
し
め
る
原
因
と
た
る
。
然
し
乍
ら
此
営
利
資
本
の
欠
乏
は
貨

特
の
創
治
K
よ
り
て
補
充
さ
れ
泣
い
。
蓋
し
そ
れ
は
「
貨
幣
の

形
態
に
於

c
r
は
な
〈
市
中
ろ
生
産
過
剃
に
見
え
る
財
に
針
す
ノ
芯

補
完
財
の
形
態
で
供
給
さ
れ
ね
ば
左
ら
た
い
か
ふ
O
L

枇
舎
に
於
け
る
持
働
丸
一
の
大
さ
は
一
定
の
限
界
を
有
す
る
が

故
に
、
間
接
消
費
財
生
産
横
張
が
或
程
度
迄
進
行
す
れ
ば
持
働

そ
の
事
が
貨
幣
経
済
左
る
が
故
に
町
営
利
資

カ
の
不
足
を
生
じ
、

本
の
欠
乏
と
し
て
現
は
れ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
持
働
力
の
不
足

が
盟
百
利
資
本
の
欠
乏
と
し
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
か
。
真
相
は

次
の
如
し
と
忠
ふ
。

個
々
の
企
業
家
が
生
産
を
撹
張
す
る
た
め
の
生
産
手
段
購
買

に
際
し
て
、
回
定
設
備
材
料
と
努
働
力
と
の
一
定
の
割
合
を
無

第
四
十
巻

第

競

五ー

ム

ノ、

Spiethoff， a. a. 0.， SS. 77-78. 
Spietho町~_ o. a. 0.， S. 8r 
Spietho宵" a. a. 0" S. 78 
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景
気
理
論
に
於
げ
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
タ

減
し
て
、
同
定
設
備
材
料
を
格
別
に
多
く
買
入
れ
る
。
所
が
枇

舎
の
拙
労
働
力
は
一
定
し
て
ゐ
る
。
故
に
一
定
の
割
合
以
上
に
生

産
を
擦
張
せ
ん
と
す
る
も
、
持
働
力
が
そ
れ
に
仲
は
や
、
不
足

を
生
や
る
。
と
の
こ
と
は
生
産
権
成
か
ら
み
て
、
一
定
の
制
合

陀
於
て
投
下
せ
ら
る
て
含
営
利
資
本
が
同
定
設
備
材
料
の
生
産

の
鴻
に
過
剰
に
投
下
さ
れ
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
放
に
弊
働

カ
の
欠
乏
は
営
利
資
本
の
持
働
力
購
入
部
分
の
相
劃
的
不
足
と

照
臨
す
る
こ
と
に
友
る
。

か
く
て
弊
働
力
の
不
足
が
営
利
資
本

欠
之
の
外
観
を
呈
す
る
。
即
ち
若
し
生
産
事
情
を
よ
く
認
識
し

て
投
資
し
た
と
す
れ
ば
部
分
的
過
剰
投
下
が
生
じ
た
い
筈
で
あ

る
の
陀
、
然
ら
ざ
る
が
た
め
鍔
働
力
不
足
を
生
じ
、
そ
れ
に
照

躍
し
て
管
利
資
本
が
欠
乏
の
姿
を
呈
す
る
。
こ
れ
複
雑
左
る
資

本
闘
係
に
蔽
は
れ
て
居
る
数
量
的
不
均
衡
の
正
鰻
で
あ
る
。
然

る
に
か
く
の
如
き
資
本
欠
乏
の
現
象
は
、
勢
銀
の
騰
貴
及
物
債

低
落
の
傾
向
に
よ
る
資
本
形
成
の
緩
慢
化
と
、

一
度
生
産
設
備

に
投
下
し
た
る
過
剰
資
本
は
補
完
財
需
要
に
割
嘗
て
る
と
と
が

出
来
た
い
と
言
ふ
事
情
と
に
よ
っ
て
、
激
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
か
L
る
考
へ
方
の
営
否
は
別
に
批
評
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。

第
凶
十
巻

第

競

ノ、

凶

ミo:

ハ
イ
エ
ク
に
於
て
は
消
費
財
と
生
産
子
段
と
の
需
要
の
比
率

時
現
化
と
、
消
費
財
と
生
産
手
段
と
の
生
産
の
比
率
経
化
E
C

の
釣

合
如
何
が
問
題
で
あ
る
ロ
彼
に
よ
れ
ば
白
護
的
節
約
の
相
場
合
に

は
消
費
財
と
生
産
手
段
と
の
需
要
の
相
針
的
比
率
が
一
広
嬰
化

し
た
る
以
上
持
績
的
に
存
続
す
る
告
で
め
る
。
球
し
節
約
者
が

節
約
に
よ
る
新
し
き
投
資
陀
上
り
所
得
が
増
川
し
て
も
、
会
経

済
主
樫
が
全
貨
常
牧
入
の
今
迄
の
様
友
消
費
目
的
と
生
産
と
へ

の
分
配
率
を
改
め
る
動
機
は
泣
い
か
ら
で
る
る
。
然
る
に
強
制

的
節
約
の
揚
合
は
消
費
者
需
要
が
企
業
者
側
か
ら
の
生
産
財
需

要
と
封
立
し
て
、
共
相
針
的
危
る
大
さ
を
減
や
る
が
鎚
忙
、
消

費
を
制
限
せ
ぎ
る
を
得
危
ぐ
な
る
の
で
あ
る
。
然
も
乙
の
制
限

は
消
費
者
が
有
意
的
に
、
更
に
少
〈
消
費
す
る
こ
と
で
は
左
〈
.

唯
貨
幣
所
得
が
師
変
化
せ
ぎ
ふ
に
も
拘
は
ら
A
T
、
財
貨
が
少
し
し

か
得
ら
れ
危
い
事
か
ら
起
品
。
か
く
て
一
臆
生
産
手
段
の
需
要

は
消
費
財
の
需
要
よ
り
も
相
封
的
に
増
加
し
生
産
迂
周
期
間
は

長
期
化
す
る
。
然
し
乍
ら
「
消
費
財
貨
の
債
格
が
費
化
せ
や
又

少
〈
と
も
下
落
し
友
い
揚
合
に
は
必
然
的
に
企
業
家
の
競
争
を

惹
起
し
、
原
始
的
生
産
要
素
の
慣
格
を
騰
貴
せ
し

b
」
そ
の
結

Hayek:， Preise， S. 56;塑崎氏詩 p.97 
I-fayck， ibid j 同氏詳， p・ 98
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県
所
得
増
加
し
消
費
財
需
要
は
噌
加
す
る
。
他
方
生
産
迂
岡
の

長
期
化
の
た
め
、
生
産
力
が
生
産
財
生
時
に
吸
収
さ
れ
・
消
品
打
(

財
生
産
は
減
少
し
て
居
る
告
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
は
消
費

財
の
債
格
を
径
と
騰
貴
せ
し
め
、
共
結
果
・
生
産
迂
同
期
間
を

短
縮
化
す
る
。
若
し
生
産
信
用
が
消
費
財
需
要
増
加
率
に
相
舷

』吾、し

あて
る~;')士?
。iJ[J

し
得
る
た
ら

ff' 

生
産

ω
短
縮
化
は
行
は
れ
た
い
位
向

然
る
に
創
出
に
よ
る
信
用
技
輿
は
無
限
に
行
は
れ
な

ぃ
。
そ
と
で
資
本
欠
乏
を
生
L
P

る。

一

t
t
f」
h
1
b
r
rつ
〉
H

、
?
二
ピ
)
才
ヘ
L
リ
九
辺
比
白

)
h
H
Kい
kh~
〔〕
J

ZL-Z斗
h
t
y
U草
F
H
M
d
利
い
古

1
1
f，
d
v
-

〈
、

N
n
E
+
u
s
u
f
-
-
E
止
i
f
L

僚
絡
と
の
聞
き
が
、
高
き
生
産
段
階
の
生
産
物
の
慎
格
相
互
の

開
き
よ
り
も
大
と
な
る
。
非
特
殊
的
生
産
手
段
は
低
き
生
産
段

階
に
流
れ
込
み
、
高
度
の
段
階
に
於
て
は
補
完
財
の
不
足
の
結

果
相
対
的
過
剰
を
来
し
、
そ
の
た
め
共
生
産
物
債
格
は
低
落
し
、

生
産
は
不
利
と
た
る
。

然
る
に
非
特
殊
的
生
産
手
段
の
総
量

は
、
之
を
使
用
す
べ
き
短
期
の
生
産
行
程
が
未
だ
急
に
は
完
成

回

せ
ら
れ
得
ぬ
潟
に
、
卸
時
的
に
は
吸
牧
さ
れ
な
い
と
一
式
ふ
。

L
L

池
の
如
く
何
れ
の
見
解
も
消
費
財
の
債
格
が
騰
貴
す
れ
ば

恐
慌
を
伴
ふ
と
言
ふ
黙
に
於
て
、
結
論
的
に
は
同
一
で
あ
る
。

景
気
理
論
に
於
げ
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
ハ
イ
エ
ク

け
れ

y-も

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

に
於
て
は
間
接
消
究
財
一
生
産
と

州
符
利
資
本
形
成
と
の
平
行
関
係
如
何
が
問
題
で
あ
り
、
而
も
恐

慌
の
一
根
本
的
友
る
原
悶
を
間
接
消
費
材
の
温
大
た
る
生
産
そ
の

も
の
に
求
め
て
ゐ
る
が
、

ハ
イ
ヱ
ク
に
於
て
は
消
費
財
及
生
産

手
段
の
需
妥
比
率
と
、
そ
れ
の
生
産
比
率
と
の
比
較
が
問
題
で

あ
り
、
景
気
の
く
づ
る
る
原
因
を
信
用
損
張
の
限
界
に
到
迷
し

た
る
が
協
の
資
本
欠
乏
之
に
よ
る
生
産
財
生
産
の
行
き
つ
ま
り

己

K
ウ
ご
コ
る
o

i
u

，、
r

，、A
U
V

勺
d
M
W

、

，

畑

、

，
一
〉
1
1
1

P

J

一
'

r

-

〉

1
4
1
1
f

ノ
;
;

'
t
d
f川
内
泊
、
〉
一
一

I

，

人、一-、
7

、J
M
弘

行

比

一

-
J
1

'
d
t
U
A
J一
い
]
{
下

成
一
致
す
る
と
と
を
認
め
、

夫
の
如
〈
に
の
ぺ
て
ゐ
る
。

(
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7
)
が
恐
慌
を
惹
起
す
る
原
因
と
せ
る
資
本
欠

乏
は
全
般
と
し
て
の
財
貨
の
世
界
の
内
部
に
於
け
る
数
量
的
不

均
術
と
し
て
現
は
れ
、
恐
慌
の
説
明
は
全
く
簡
曜
に
流
泊
す
る

資
本
の
扶
乏
が
恐
慌
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
と
綿
括
さ
れ
て
ゐ

る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
の
一
致
は
特
に
弐
の
拡
に
あ
る
o
」
「
生

産
行
程
の
長
さ
が
幾
何
で
も
鑓
動
す
る
と
欠
乏
と
過
剰
が
同
時

に
惹
起
せ
ら
れ
る
。
過
剰
と
左
る
も
の
は
、
生
産
方
法
が
礎
化

ず
る
や
、
最
早
従
前
と
同
じ
量
だ
け
使
用
さ
れ
得
た
い
矧
で
あ

第
四
十
巻

六
三
五

一
五
三

第

披

以ド

ー「

彼

I-Iaytk， Pr町民 S.96.; 噂崎氏~ p. '-:::2 
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り

欠
乏

Z圭
の""'
は丞
補正
完於
財げ
』でる

あシ
る ~O) 二
o 
」イ
とト
こホ
ろフ

がと

イ
ニ己

ク

シ
ユ
ピ
イ

ト
ホ
7

に
於
て
は
恐
慌
を
も
た
ら
す
究
極
的
原
因
は
『
全
憶
と

し
て
の
財
貨
の
世
界
の
内
部
に
於
け
る
数
量
的
不
均
衡
』
で
る

り
、
と
れ
が
「
資
本
欠
乏
』

ω現
象
と
し
て
瀬
は
れ
る
の
で
る
る

が
、
そ
の
説
明
の
潟
に
は
、
商
景
気
の
末
期
に
於
け
る
資
本
形

成
の
綬
悦
が
高
調
せ
ら
れ
、

骨
利
資
本
の
一
蓄
積
と
蓄
積
せ
ら
れ

/し

と
も

6t〉
月、l
y 、b

j;j 

分・
同t
77': 

M~I 
‘日

~'l 

t， 
;~) 

然
る
に
ー

イ
エ
ク
に
於
て
は
、
此
賄
が
決
定
的
友
る
も
の
で
は
左
い
、
信

用
創
造
の
限
度
に
建
す
る
と
と
、
そ
の
と
と
が
景
気
の
一
行
詩
的

J

に
於
て
最
も
重
要
な
る
事
が
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
ハ
イ
エ
ク
の

所
謂
一
致
す
べ
き
筈
の
恐
慌
原
因
論
が
重
要
友
る
黙
に
於
て
相

分
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
る
ら
う
。
街
ハ
イ

エ
タ
は
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
7

と
の
一
致
鮪
が
『
欠
乏
と
過
剰
と
の

同
時
性
』
に
あ
る
と
云
ふ
。
然
し
乍
ら
か
L
る
意
味
の
一
致
結

は
従
来
の
多
く
の
財
的
景
気
理
論
に
謝
し
で
も
形
式
的
に
は
同

様
に
認
め
ら
る
る
も
の
と
い
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
問
題
は
そ
の

内
容
如
何
で
あ
る
ロ
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
於
て
は
主
と
し
て
間

接
消
費
財
に
封
ず
る
補
完
財
の
不
足
で
あ
る
。
印
持
働
力
及
享

柴
財
の
不
足
で
あ
る
。

乙
れ
が
貨
幣
経
済
た
る
が
た
め
に
営
利

第
四
十
巻

六一一一六

第

披

互孟
II}j 

春
、
本
の
欠
乏
の
形
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
然
る
に
ハ
イ
エ
タ
の

場
合
は
恐
慌
は
資
本
欠
乏
の
た
め
、
生
産
手
段
生
産
部
門
に
於

け
る
特
殊
生
産
手
段
の
過
剰
と
非
特
殊
生
産
手
段
の
欠
乏
、
他

方
に
於
で
は
消
費
財
生
産
部
門
に
於
け
る
特
殊
生
寸
断
手
段
の
不

ZE'Eat-本
L
E
E
-
Z
〉

B
4
〉
以
て
-
コ
F

-

完
工
L
'
J。
通

人
乙
ゴ
キ
-bh
ノ
ニ
ヨ

F
弓

J
E
U
-剥
可
日
?
を
」
/
可

E
F
k
d
F

く
て
い
J

Z

ピ
イ
ト
ホ
7

に
於
て
は
枇
A
M

同
会
賠
か
ら
見
れ
ば
、
柿

ノ、白

完
川
川
(
州
出
働
力
等
)
の
組
制
杭
不
足
で
め
る
が
、

合
は
、
失
業
を
す
ら
件
ふ
と
こ
ろ
の
補
完
財
の
偏
在
で
あ
る
。

川

P
A
I
E
h

ヅ、)円一初

J
〆

-
P
η
U
4
4ノ

故
に
『
欠
乏
と
過
剰
と
の
同
時
性
』
な
る
も
の
も
、
雨
者
に
於
て

は
全
く
異
っ
た
内
容
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

如
上
の
見
解
に
徴
す
れ
ば
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
理
論
は
大

鰐
資
本
主
義
務
遠
の
中
期
迄
の
経
済
的
欣
態
を
説
明
し
、
ハ
イ

エ
ク
の
理
論
は
世
界
大
戦
後
の
経
済
的
賓
情
に
着
眼
し
て
ゐ
る

も
の
と
言
つ
で
も
過
言
で
は
注
い
で
あ
ら
う
。
向
亦
シ
ユ
ピ
イ

ト
ホ
7

の
「
時
間
的
要
素
」
と
「
節
約
」
と
の
概
念
に
相
臆
し
て
、

ハ
イ
エ
ク
の
「
迂
同
生
産
期
間
」
と
「
自
設
的
節
約
及
強
制
的
節

約
」
と
の
闘
係
、
園
民
経
済
の
世
界
経
済
と
の
関
係
、
恐
慌
の
必

然
性
、
滞
貨
共
他
に
封
し
て
、
南
者
の
見
解
を
吟
略
す
べ
き
で

あ
る
が
、

A
寸
は
立
入
ら
な
い
。
(
一
九
一
一
一
凹
二

一
、
二
五
日
)
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